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『
明
恵
上
人
伝
記
』
所
収
和
歌
注
釈
（
一
）
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野
　
多
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〈
凡
例
〉

一　

寛
文
五
年
版
『
梅
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
（
以
下
、
『
伝
記
」
と
す
る
）
を
底

　
本
と
し
て
、
詞
書
に
相
当
す
る
記
事
と
所
収
歌
に
つ
い
て
、
翻
刻
・
注
釈
を

　
行
っ
た
。
所
収
歌
に
は
『
伝
記
』
所
収
の
順
番
で
①
②
等
の
番
号
を
付
し
た
。

二
　
本
文
の
翻
刻
は
次
の
方
針
に
よ
っ
た
。

　
1
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

　
2
、
仮
名
遣
い
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
異
な
る
場
合
は
、

　
　
　
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
（
）
に
入
れ
て
傍
記
し
た
。

　
3
、
私
意
に
よ
り
、
濁
点
を
施
し
、
詞
書
に
は
読
点
を
付
し
た
。

　
4
、
難
読
の
箇
所
に
は
（
）
内
に
平
仮
名
で
振
り
仮
名
を
付
し
た
。

　
5
、
歌
頭
に
『
伝
記
』
所
載
の
順
序
に
合
わ
せ
て
歌
番
号
を
付
し
た
。

　
6
、
歌
の
末
尾
に
『
伝
記
』
の
所
収
位
置
を
底
本
の
丁
数
で
示
し
た
。
参
照

　
　
　
の

便

を
考
慮
し
、
岩
波
文
庫
『
明
恵
上
人
集
』
の
頁
数
も
付
し
た
。

三
、
注
釈
は
次
の
方
針
に
よ
っ
た
。

　
【
校
異
】
底
本
及
び
諸
本
の
本
文
を
清
濁
を
付
さ
な
い
形
で
校
異
と
し
て
示

　
　
し
た
。
た
だ
し
、
諸
本
間
の
異
同
が
甚
だ
し
い
た
め
、
表
記
や
助
詞
等
の

　
　
異
同
は
除
き
、
あ
る
程
度
長
い
部
分
や
差
異
の
は
っ
き
り
し
た
単
語
の
異

　
　
同
を
中
心
に
掲
げ
た
。
伝
本
は
特
徴
ご
と
に
ー
～
V
の
五
系
統
に
分
け
た

　
　
う
え
で
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
び
（
V
は
明
確
な
系
統
と
は
い
え
な

1
1

川W
い

た
め
対
校
本
の
数
を
多
く
し
た
）
、
以
下
の
［
A
］
～
［
I
U
の
九
本

を
対
校
本
と
し
た
。
校
異
で
示
す
諸
本
名
は
（
慶
貞
）
等
の
（
　
）
内

略
称
で
示
し
た
。
異
文
が
複
数
の
伝
本
に
存
在
す
る
場
合
、
そ
の
表
記
は

最
初
に
掲
げ
た
写
本
に
よ
っ
た
。
当
該
歌
を
持
つ
対
校
本
が
す
べ
て
同
様

の

語
句
の
場
合
は
（
諸
本
）
と
し
た
。
対
校
本
に
当
該
歌
が
収
め
ら
れ
な

い

場
合
は
、
校
異
の
は
じ
め
に
「
※
当
該
歌
な
し
」
と
し
て
示
し
た
。

慶
雁
貞
治
本
系
統
（
記
事
の
出
入
り
順
序
に
乱
れ
が
あ
り
、
も
っ
と
も
古

態
性
あ
り
）

［
A
］
慶
鷹
貞
治
本
（
慶
貞
）
↓
『
梅
尾
明
恵
上
人
傳
上
』
一
冊
　
慶
鷹
義
塾
大
学

　
図
書
館
蔵
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
写

［
B
］
高
山
寺
慶
長
四
年
本
（
高
慶
四
）
↓
『
栂
尾
明
恵
上
人
傳
記
』
一
冊
　
高
山

　

寺
蔵
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
写

興
福
寺
a
本
系
統
（
南
都
春
日
系
の
増
補
記
事
あ
り
）

［
C
］
興
福
寺
a
本
（
興
a
）
↓
『
栂
尾
明
恵
上
人
博
上
』
一
冊
　
興
福
寺
蔵
　
康

　
正
二
年
（
一
四
五
六
）
識
語

興
福
寺
b
本
系
統
（
南
都
春
日
系
を
は
じ
め
と
す
る
増
補
記
事
な
し
）

［
D
］
興
福
寺
b
本
（
興
b
）
↓
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
　
本
・
末
』
二
冊
　
興
福
寺

　
蔵
　
南
北
朝
期
写

高
山
寺
秀
智
本
系
統
（
未
所
収
記
事
多
く
、
『
明
恵
上
人
遺
訓
』
相
当
の

明
恵
語
録
に
古
態
性
あ
り
）

一
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［
E
］
高
山
寺
秀
智
本
（
高
秀
）
↓
『
栂
尾
明
恵
上
人
傳
上
・
下
』
二
冊
　
高
山
寺

　
　
　
　
蔵

慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
写

V
　
一
巻
本
系
統
（
上
巻
の
み
の
一
巻
本
）

　
　
［
F
」
高
山
寺
上
人
物
語
本
（
物
）
↓
『
梅
尾
明
恵
上
人
物
語
』
一
冊
　
高
山
寺
蔵

　
　
　
　

室

町
時
代
写

　
　
［
G
］
穂
久
遁
本
（
穂
）
↓
『
明
恵
上
人
傳
』
一
巻
　
穂
久
遁
文
庫
蔵
　
南
北
朝
期

　
　
　
　
写

（紙
背

に
文
中
元
年
〈
一
三
七
二
〉
具
注
暦

　
　
［
H
］
東
大
寺
永
正
本
（
東
永
）
↓
『
沙
門
明
恵
高
弁
上
人
傳
記
上
」
一
冊
　
東
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
な
り

　
　
　
　
寺
図
書
館
蔵
（
1
2
函
2
5
号
1
）
　
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
写

　
　
［
1
］
慶
応
文
明
本
（
慶
文
）
↓
『
栂
尾
明
恵
上
人
傳
記
』
一
冊
　
後
欠
　
慶
雁
義

　
　
　
　
塾
大
学
図
書
館
蔵
　
室
町
中
期
（
文
明
頃
の
写
か
）

　
　

＊
右
の
伝
本
の
う
ち
、
1
［
B
」
高
山
寺
慶
長
四
年
本
、
H
「
C
」
興
福
寺
a
本
、
W
［
E
］

　
　
高
山
寺
秀
智
本
、
V
［
F
］
高
山
寺
上
人
物
語
本
は
、
『
明
恵
上
人
資
料
第
一
』
（
東
京
大
学

　
　

出
版
会
　
昭
4
6
）
所
収
の
翻
刻
に
、
V
［
G
］
稲
久
遁
本
は
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
1
7

　
　

『
三
宝
絵
　
明
恵
上
人
伝
』
（
貴
重
本
刊
行
会
　
昭
5
9
）
所
収
の
影
印
に
、
そ
の
他
の
伝
本
は
原

　
　
本
あ
る
い
は
原
本
の
複
写
に
よ
り
校
異
を
確
認
し
た
。

　
　
＊
な
お
、
1
［
A
」
慶
雁
貞
治
本
が
収
め
る
和
歌
は
①
の
み
で
あ
る
。

【
通
釈
】
詞
書
と
和
歌
の
現
代
語
訳
を
示
し
た
。
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
、

　
　
必
要
に
応
じ
て
言
葉
を
補
っ
た
。

　
【
語
釈
】
説
明
が
必
要
と
思
わ
れ
る
語
句
に
解
説
を
付
し
た
。

【
参
考
】
当
該
歌
と
詞
書
の
解
釈
や
成
立
に
関
わ
る
資
料
が
存
在
す
る
場
合
、

　
　
資
料
名
、
詞
書
、
語
句
の
異
同
等
を
示
し
た
。
引
用
文
の
う
ち
、
【
語

　
　
釈
】
や
【
考
察
】
等
で
言
及
し
た
部
分
に
は
、
適
宜
傍
線
を
付
し
た
。
引

　
　
用
資
料
の
所
在
と
文
中
で
用
い
た
略
称
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
（
『
明
恵
上
人
資
料
第
一
』
東
京
大
学
出
版
会
）
↓
『
行
状
』

　
　
　
と
略
称
、
『
明
恵
上
人
遺
訓
抄
出
』
（
『
明
恵
上
人
資
料
第
三
』
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
明

　
　
　

恵
上
人
歌
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
中
世
和
歌
集
鎌
倉
篇
』
所
収
「
明
恵
上
人
歌
集
」

　
　
　

岩
波
書
店
）
↓
『
歌
集
』
、
『
入
拐
伽
経
』
（
『
国
訳
一
切
経
』
経
集
部
七
）
『
大
乗
入
榜
伽
経
』

　
　
　
（
現
代
語
訳
大
乗
仏
典
4
『
「
華
厳
経
」
「
榜
伽
経
」
』
東
京
書
籍
）
、
そ
の
他
の
和
歌
の
引
用

　
　
　
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
っ
た
。

　
【
考
察
】
当
該
歌
成
立
の
背
景
や
詞
書
・
歌
意
の
解
説
等
を
適
宜
記
し
た
。

四
、
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
参
考
と
し
た
明
恵
詠
の
注
釈
・
翻
刻
は
以
下
の

　
　
　
通
り
。
文
中
、
名
前
の
み
を
示
す
も
の
は
左
記
の
注
釈
に
よ
っ
て
い
る
。

　
　
　
左
記
以
外
の
研
究
論
文
等
は
、
適
宜
【
語
釈
】
や
【
考
察
】
で
示
し
た
。

　
　
○
小
澤
サ
ト
子
編
『
東
洋
文
庫
蔵
　
明
恵
上
人
歌
集
　
本
文
と
総
索
引
』
（
昭
5
1
）

　
　
○
吉
原
シ
ケ
コ
『
明
恵
上
人
歌
集
の
研
究
』
（
桜
楓
社
昭
5
1
）

　
　
○
山
田
巌
・
木
村
晟
編
『
極
楽
往
生
歌
・
明
恵
上
人
歌
集
本
文
と
索
引
』
（
笠
間
書

　
　
　
院
　
昭
5
2
）

　
　

○
久
保
田
淳
・
山
口
明
穂
校
注
『
明
恵
上
人
集
」
（
岩
波
文
庫
昭
5
6
）

　
　
○
片
山
享
校
注
『
中
世
和
歌
集
鎌
倉
篇
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
岩
波
書
店
平
3
）

　
　
○
木
下
美
代
子
著
『
歌
び
と
明
恵
上
人
』
（
短
歌
新
聞
社
平
8
）

〈
注
釈
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
じ
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
や
う
ち
や
う
　

　
　
建
久
四
年
醗
華
厳
宗
興
隆
，
為
二
公
．
請
ツ
ト
ム
ベ
キ
評
　
定
ア
リ
。
学
党

　
　
　
　
　
　
あ
ら
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ノ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
や
く
　

　
　

雌
雄
．
争
．
、
是
，
営
テ
聖
意
，
求
，
是
ヲ
慈
テ
仏
法
，
益
，
得
ン
ト
モ
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヂ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
の
ご
と
き
　

　
　

ヘ
ザ
レ

バ
、

無
キ
レ
端
事
也
、
今
ハ
如
レ
此
僧
中
．
出
テ
、
本
意
．
如
．
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
　

　
　
殊
，
慈
，
奉
テ
、
仏
道
．
入
門
，
得
事
ヲ
思
一
．
高
雄
，
出
テ
、
衆
中
，
辞
シ
テ
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
　

　
　
州
二
下
向
．
。
其
時
詠
ジ
給
ケ
ル
、

①
　
　
　
山
寺
ハ
法
師
ク
サ
ク
テ
居
タ
カ
ラ
ズ
心
清
ク
バ
ク
ソ
フ
ク
ニ
テ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ム
　
　
　
リ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
上
・
7
丁
裏
～
8
丁
表
（
岩
波
1
・
1
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ー
⊥
　
　
　
　
－
・
⊥

【
校
異
】
○
癸
丑
1
な
し
（
諸
本
）
○
華
厳
宗
－
華
厳
（
高
秀
）
○
公
請
ツ
ト
ム
ヘ
キ
評
定
ア
リ
ー

一
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な
し
（
高
慶
四
）
○
学
党
－
学
道
（
慶
貞
）
学
徒
（
高
慶
四
）
学
堂
（
興
b
・
高
秀
・
穂
・
東
永
・

　
慶
文
）
○
争
．
ー
ア
ラ
ソ
ヒ
勝
劣
．
論
．
シ
カ
レ
ト
モ
（
慶
貞
）
争
．
勝
負
ヲ
論
セ
シ
カ
バ
（
高
慶
四
）

　
　
　
　
　
　
タ
ノ
ミ

　
○
聖
意
，
求
，
是
ヲ
懸
テ
ー
誠
，
（
慶
貞
・
高
慶
四
）
○
得
ン
ト
モ
ー
得
ヘ
シ
ト
モ
（
慶
貞
・
興
a
．

　
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
覚
ヘ
サ
レ
ハ
ー
覚
ヘ
ス
（
慶
貞
・
高
慶
四
）
○
如
レ
此
－
此

　
（
高
慶
四
）
な
し
（
興
b
・
高
秀
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
本
意
，
如
，
1
な
し
（
高
慶
四
）

　
○
懸
、
奉
テ
ー
師
ト
タ
ノ
ミ
奉
リ
テ
（
慶
貞
）
師
ニ
タ
ノ
ミ
タ
テ
マ
ツ
リ
（
高
慶
四
）
師
，
．
，
ア
（
興

　
b
・
高
秀
・
物
・
穂
・
東
永
）
師
，
．
．
（
慶
文
）
○
得
事
ヲ
思
，
．
1
得
ヘ
シ
ト
思
テ
（
諸
本
）
○
詠

　
シ
給
ケ
ル
ー
オ
モ
ヒ
ツ
ラ
ネ
給
ケ
リ
（
慶
貞
・
高
慶
四
）
○
ク
ソ
フ
ク
ー
ウ
ソ
フ
ク
（
高
慶
四
）

【
通
釈
】

　
建
久
四

年
醗
、
華
厳
宗
を
興
隆
す
る
た
め
に
経
典
の
講
義
役
を
つ
と
め
る
よ

　
う
に
と
の
沙
汰
が
あ
っ
た
。
（
し
か
し
）
学
派
が
優
劣
を
論
ず
る
争
い
を
行

　

い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
典
の
聖
意
を
求
め
た
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
頼
み

　
に

仏
法
の
利
益
を
得
よ
う
と
も
思
わ
れ
な
い
の
で
、
「
つ
ま
ら
な
い
こ
と
だ
、

　
今
と
な
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
に
争
い
合
う
僧
の
中
か
ら
出
て
、
か
ね
て
か
ら

　
の

意
志
の
通
り
に
文
殊
菩
薩
を
お
頼
み
し
て
、
仏
道
に
入
ろ
う
」
と
思
っ
た
。

　
そ
こ
で
高
雄
の
神
護
寺
を
出
て
、
僧
衆
の
い
る
と
こ
ろ
を
辞
去
し
て
紀
州
に

　
下
向
し
た
。
そ
の
時
に
お
詠
み
に
な
っ
た
歌

　
　
　
山
寺
は
法
師
く
さ
く
て
居
た
く
な
い
。
心
が
清
浄
で
あ
れ
ば
、
厨
に
い

　
　
　
て

も
俗
塵
に
汚
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

【
語
釈
】
○
建
久
四
年
　
＝
九
三
年
。
○
公
請
　
法
会
や
講
義
な
ど
の
た
め

　
に

朝
廷
か
ら
召
さ
れ
る
僧
侶
の
こ
と
。
○
評
定
　
集
会
等
に
お
け
る
合
議
制

　
に

よ
る
決
定
。
○
学
党
　
仏
教
の
学
派
。
当
時
、
東
大
寺
で
学
ば
れ
て
い
た

　
法
相
、
三
論
、
成
実
、
倶
舎
、
華
厳
、
律
、
天
台
、
真
言
と
い
っ
た
仏
教
教

　
学
ご
と
の
学
派
。
「
党
」
は
信
仰
を
同
じ
く
し
た
仲
間
の
集
ま
り
の
意
。
○

　
雌
雄
．
争
．
　
優
劣
を
論
ず
る
争
い
。
○
文
殊
　
文
殊
菩
薩
。
明
恵
は
文
殊

　
菩
薩
を
師
と
し
て
仏
道
に
入
門
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
建
久
六
年
に
紀
州

　
白
上
峰
で
仏
道
へ
の
志
を
確
か
め
る
た
め
に
自
ら
の
右
耳
を
切
っ
た
後
、
金

　
色
の

獅
子
に
乗
っ
た
文
殊
菩
薩
が
空
中
に
顕
現
す
る
体
験
し
た
の
を
は
じ
め
、

　
明
恵
と
文
殊
と
の
関
わ
り
は
深
い
。
○
高
雄
　
神
護
寺
。
○
紀
州
　
紀
州
は
、

　
明
恵
の
母
方
の
一
族
で
あ
る
湯
浅
氏
が
勢
力
を
持
っ
て
い
た
地
。
湯
浅
一
族

　
は
生
涯
を
通
じ
て
明
恵
の
活
動
を
庇
護
し
た
。
明
恵
は
紀
州
で
生
ま
れ
、
八

　
歳
で
父
母
に
先
立
た
れ
た
後
は
紀
州
崎
山
に
住
む
母
の
妹
に
引
き
取
ら
れ
た

　
後
、
九
歳
で
神
護
寺
に
入
る
。
建
久
四
年
に
は
華
厳
宗
興
隆
の
公
請
を
勤
め

　
一
、
二
年
の
間
東
大
寺
に
通
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
争
い
に
耐
え
か
ね
て
、
建

　
久
六
年
二
十
三
歳
の
と
き
に
は
神
護
寺
を
出
て
紀
州
白
上
峰
で
修
行
に
打
ち

　
込
ん

だ
。
○
山
寺
　
詞
書
と
の
繋
が
り
か
ら
す
れ
ば
、
高
雄
の
神
護
寺
。
な

　
お
、
『
歌
集
』
所
収
の
当
該
歌
「
山
寺
」
は
高
山
寺
を
指
す
。
↓
【
参
考
】

　
○
法
師
ク
サ
ク
テ
　
い
か
に
も
法
師
じ
み
て
い
て
。
こ
の
場
合
は
、
僧
が
学

　
問
的
な
派
閥
に
別
れ
て
争
い
合
う
様
子
を
い
っ
た
も
の
。
「
く
さ
（
臭
）
し
」

　
は
、
そ
れ
ら
し
い
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
表
現
す
る

　
接
尾
語

で
、
「
ク
ソ
フ
ク
」
と
縁
語
。
○
ク
ソ
フ
ク
　
厨
、
便
所
の
こ
と
。

　
俗
語
で
、
口
語
表
現
か
。

【
参
考
】
◆
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
（
以
下
、
『
行
状
』
）
上
2
2
頁
　
コ
建

久
四
年
醗
、
東
大
寺
尊
勝
院
主
法
院
弁
曉
在
生
，
時
キ
、
花
厳
宗
興
隆
，
タ
メ
ニ

公
請
出
仕
．
ル
ベ
キ
評
定
．
一
．
、
一
両
年
彼
寺
二
通
，
住
．
、
其
間
聖
教
修
学
ノ

勤
，
、
学
堂
雌
雄
ノ
争
．
、
見
ル
ニ
、
不
肖
ノ
身
終
ニ
タ
ヱ
ザ
ル
事
．
知
．
、
此
．

営
．
聖
意
．
モ
ト
メ
、
此
．
葱
．
．
仏
法
．
益
，
ウ
ベ
シ
ト
モ
覚
ヘ
ザ
レ
ハ
、
ア
ヂ
キ

ナ
キ
事
ナ
リ
、
今
ハ
僧
中
．
イ
デ
・
本
意
ノ
如
ク
文
殊
．
師
ト
シ
テ
仏
道
ノ
入
門
．

得
ベ
シ
ト
思
．
得
一
ア
、
起
信
論
．
真
如
生
滅
．
二
門
此
．
心
二
縣
〔
．
、
真
如
観
．

修
．
ル
ニ
、
夢
．
中
二
或
人
二
寄
．
．
．
真
如
．
随
流
反
流
生
住
異
滅
．
大
夢
．
四
相
二
付
．
、

覚
不
覚
，
相
．
見
ル
コ
ト
ア
リ
、
乃
山
林
ニ
ア
ト
ヲ
カ
ク
シ
テ
生
涯
．
ツ
ク
シ
、

法
門
二
心
．
懸
．
命
．
終
．
ベ
シ
ト
思
キ
、
其
後
本
寺
．
下
向
思
止
了
、
一
建
久
．
比
、

一
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白
上
．
修
行
思
．
企
．
時
キ
、
因
明
．
法
門
イ
マ
ダ
師
訓
．
ウ
ケ
ズ
、
…
（
中
略
）
…

　
其
後
白
上
．
修
行
．
結
構
．
、
乃
同
六
年
秋
比
、
高
尾
ヲ
出
．
衆
中
．
辞
シ
テ
、

　
聖
教
．
荷
．
仏
像
．
負
．
、
紀
州
二
下
向
」
。
（
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
）

　
◆

『
明
恵
上
人
歌
集
」
（
以
下
、
『
歌
集
』
）
0
3
、
詞
書
「
山
寺
ニ
モ
、
ナ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　

ト
ナ
ク
世
中
バ
ミ
タ
ル
ワ
ヅ
ラ
ヒ
キ
コ
ユ
ル
ヲ
、
タ
ハ
ブ
レ
ニ
『
法
師
ク
サ

　
シ

」

ト
イ
ヒ
ツ
ケ
タ
ル
ニ
、
夕
“
タ
ウ
ト
ク
ダ
ニ
ア
ラ
バ
、
イ
カ
ナ
ラ
ム
ト

　
コ

ロ

ナ
リ
ト
モ
ケ
ガ
レ
ジ
。
サ
レ
バ
ム
カ
シ
ノ
先
徳
ノ
キ
ョ
キ
心
ヲ
サ
キ
ト

　
シ

テ
、
一
処
ニ
サ
ダ
マ
ラ
ザ
リ
シ
コ
ト
ヲ
伝
記
ノ
中
ニ
イ
ヱ
ル
ニ
ハ
、
『
安

　
ジ
テ
ヨ
ク
ウ
ツ
ル
。
利
養
ニ
カ
・
ヘ
ラ
レ
ズ
』
ト
イ
ヘ
リ
。
或
、
『
雲
遊
シ

　
テ

サ

ダ
マ
ラ
ヌ
、
心
ニ
カ
ナ
ヱ
バ
ス
ナ
ハ
チ
ヰ
ル
』
ナ
ム
ド
イ
ヱ
ル
モ
コ
ト

　
ハ
リ
ニ
ヲ
ボ
ユ
レ
バ
」
、
上
句
「
山
寺
モ
法
師
ク
サ
ク
ハ
」
、
第
五
句
「
ク
ソ

　
フ

ク
ナ
リ
ト
」
。

【
考
察
】
【
参
考
】
で
示
し
た
『
行
状
』
の
記
事
の
傍
線
部
を
繋
げ
る
と
、
『
伝

　
記
』
の
詞
書
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
『
伝
記
」
の
詞
書
は
『
行
状
』
の
記
述
を
簡

　
略
化
し
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
し
か
し
『
行
状
』
で
「
同
（
建
久
）
六
年
秋

　
比
」
（
波
線
部
）
と
あ
る
紀
州
へ
の
下
向
を
、
『
伝
記
』
で
は
建
久
四
年
の
東

　
大
寺
へ
の
公
請
出
仕
の
記
事
の
続
き
と
見
な
し
、
建
久
四
年
の
歌
と
し
て
い

　
る
。
ま
た
、
『
歌
集
』
の
詞
書
は
歌
が
詠
ま
れ
た
経
緯
を
説
明
し
て
お
り
、

　
「
山
寺
ハ
…
」
の
一
首
が
、
『
伝
記
』
の
詞
書
の
よ
う
に
紀
州
下
向
の
際
に
詠

　
ま
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
す
で
に
吉
原
シ
ケ
コ
氏
が
指
摘

　
す
る
よ
う
に
、
『
伝
記
』
編
者
が
、
伝
記
記
事
と
歌
を
恣
意
的
に
合
わ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
の

で
あ
ろ
う
。
「
山
寺
は
…
」
歌
の
上
句
に
つ
い
て
、
「
山
寺
ハ
法
師
ク
サ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
テ
」
（
『
伝
記
』
）
と
「
山
寺
も
法
師
ク
サ
ク
ハ
」
（
『
歌
集
』
）
で
異
な
っ
て
い

　
る
の
も
、
吉
原
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
高
雄
を
出
て
紀
州
に
籠
も
る
決
意

　
を
強
調
す
る
た
め
の
改
変
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
が
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ほ
ふ
　

　
　
又
、
西
域
・
慈
恩
等
．
伝
記
二
依
テ
所
々
，
遺
跡
．
検
へ
、
或
ハ
求
法
高
僧
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
　
も
ん
　

　
　
巡
礼
．
跡
ヲ
尋
テ
筆
ヲ
下
．
仮
名
．
以
テ
注
．
集
メ
タ
ル
物
ア
リ
、
金
文
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
　
　
　
　
　
た
れ
び
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
こ
　

　
　
軸
集
ト
ゾ
号
シ
ケ
ル
。
其
端
二
誰
人
ナ
リ
ト
モ
心
有
．
人
．
為
二
没
後
．
付

　
　
属
ヲ
契
．
一
首
，
詠
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
　

②
人
ノ
見
テ
咲
ハ
ン
事
ヲ
カ
ヘ
リ
ミ
ズ
心
ヤ
リ
タ
ル
秘
密
授
記
カ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
上
・
1
2
丁
表
裏
（
岩
波
1
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
高
慶
四
・
東
永
）
○
等
－
寺
（
興
a
・
高
秀
）
寺
（
興
b
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ

　
物
・
慶
文
）
○
伝
記
．
依
テ
ー
伝
記
。
リ
（
物
）
○
尋
テ
ー
承
．
（
興
a
）
○
金
文
玉
軸
集
ト
ソ
号

　
シ
ケ
ル
ー
号
．
一
．
金
文
玉
軸
集
，
題
．
一
．
（
興
a
・
穂
・
慶
文
）
号
金
文
玉
軸
集
，
（
興
b
・
物
）
○
其

　
端
。
1
な
し
（
物
）
○
ナ
リ
ト
モ
ー
也
ト
云
共
（
興
a
）
ナ
リ
ト
云
ヘ
ト
モ
（
興
b
・
高
秀
・
穂
・

　
慶
文
）
難
為
（
物
）

【
通
釈
】

　
ま
た
、
『
大
唐
西
域
記
』
や
『
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
等
に
よ
っ
て
天
竺
各

　
地
に

あ
る
遺
跡
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
あ
る
い
は
仏
法
を
求
め
て
歩
い
た
高

　
僧
の
巡
礼
の
足
跡
を
尋
ね
て
記
し
た
り
し
た
の
を
仮
名
に
よ
っ
て
注
を
付
け

　
て
集

め
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
金
文
玉
軸
集
と
名
付
け
た
。
そ
の
端
に
誰

　
で

あ
っ
て
も
心
あ
る
人
の
た
め
に
、
私
の
死
後
に
こ
れ
を
託
し
与
え
る
こ
と

　
を
約
束
し
て
一
首
を
詠
ん
だ

　
　
　
他
人
が

見
て
笑

う
こ
と
な
ど
気
に
は
か
け
る
こ
と
は
な
い
。
金
文
玉
軸

　
　
　
集
を
読
む
の
は
心
が
慰
め
ら
れ
る
秘
密
授
記
な
の
だ
か
ら
。

【
語
釈
】
○
西
域
・
慈
恩
　
玄
　
に
よ
る
旅
行
記
『
大
唐
西
域
記
」
と
彼
の
伝

　
記

『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
。
い
ず
れ
も
、
仏
跡
を
含
め
、
七
世
紀
の
西

　
域
・
天
竺
各
地
に
つ
い
て
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
○
筆
ヲ
下
。
　
文
字
を

　
書
い
て
。
○
金
文
玉
軸
集
　
明
恵
が
後
世
の
人
の
た
め
に
釈
尊
の
遺
跡
に
つ

　
い

て

仮

名
で
ま
と
め
た
書
。
当
該
歌
の
詞
書
部
分
や
【
参
考
】
で
あ
げ
た

　
『
行
状
』
の
記
事
か
ら
、
『
大
唐
西
域
記
」
や
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」
等

一
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を
典
拠
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
金
文
玉
軸
集
」
は
現
存
し
な
い
た
あ
、

　
詳
細
は
未
詳
。
○
付
属
　
後
世
に
伝
え
る
よ
う
託
し
与
え
る
こ
と
。
○
人
ノ

　
見
テ

…
　
明
恵
は
自
ら
の
志
向
が
他
人
の
眼
に
は
奇
異
に
う
つ
る
こ
と
を
自

　
覚

し
て
い
た
が
、
意
に
介
さ
な
か
っ
た
。
自
分
の
行
為
に
つ
い
て
「
物
ク
ル

　
ハ
シ
ク
思
ハ
ム
人
ハ
友
達
ニ
ナ
セ
ソ
カ
シ
」
（
『
行
状
』
上
巻
3
9
頁
）
と
述
べ
て

　
い
る
し
、
建
保
四
年
に
菩
提
山
の
仏
性
上
人
へ
送
っ
た
歌
に
は
「
ツ
ネ
ナ
ラ

　
ヌ
世
ヲ
ス
ツ
ル
ト
モ
キ
ミ
ゾ
シ
ル
モ
ノ
グ
ル
ハ
シ
ト
人
ハ
イ
フ
身
ゾ
」
（
『
歌

　
集
』
7
7
）
と
あ
る
。
○
心
ヤ
リ
タ
ル
　
心
を
慰
め
て
い
る
。
「
心
遣
る
」
は

　
「
心
慰
む
」
意
。
拙
稿
「
明
恵
『
遣
心
和
歌
集
』
の
撰
集
志
向
ー
「
安
立
」

　
「
遣
心
」
再
検
討
ー
」
（
『
日
本
文
学
』
平
1
6
・
6
）
。
○
秘
密
授
記
　
未
来
の

　
人

な
ど
の
目
前
に
い
な
い
人
に
対
し
て
、
そ
の
人
が
知
ら
な
い
う
ち
に
与
え

　
ら
れ
た
成
仏
の
予
言
。
こ
こ
で
は
、
仏
跡
に
つ
い
て
記
し
た
『
金
文
玉
軸
集
』

　
を
後
世
の
人
が
読
む
こ
と
を
「
秘
密
授
記
」
に
喩
え
て
い
る
。
「
如
来
ハ
滅
後

　
，
一
切
衆
生
．
タ
メ
ニ
ト
．
・
メ
給
．
ル
遺
跡
。
リ
。
衆
生
ナ
ン
ゾ
ツ
タ
ナ
ク
シ
テ
、

　
此
等
方
便
，
ヨ
ソ
ニ
思
ベ
キ
ヤ
」
（
【
参
考
】
『
行
状
』
波
線
部
）
と
あ
る
よ
う
に
、

　
明
恵
に
と
っ
て
遺
跡
は
衆
生
に
教
え
を
説
く
た
め
に
釈
尊
が
残
し
た
方
便
で

　
あ
っ
た
。
ま
た
『
遺
跡
講
式
』
に
は
、
『
宝
積
経
』
を
引
い
て
遺
跡
信
仰
の

　
功
徳
と
し
て
「
授
二
成
仏
記
⊆
を
あ
げ
、
遺
跡
を
恋
慕
渇
仰
す
る
者
は
「
無

　
上
菩
提
記
」
（
「
授
記
」
の
意
に
同
じ
）
と
も
あ
る
。
つ
ま
り
明
恵
は
、
後
世

　
の

人
が

『
金
文
玉
軸
集
』
を
読
ん
で
釈
尊
の
遺
跡
を
信
仰
す
れ
ば
、
気
付
か

　
ぬ

う
ち
に
授
記
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

【
参
考
】
◆
『
行
状
』
巻
上
2
8
頁
「
又
西
天
処
々
．
遺
跡
拝
見
．
数
万
，
霞
．
外
二

　
隔
．
、
滅
後
辺
地
ノ
劣
報
、
殊
二
恨
哉
、
コ
レ
ニ
ヨ
テ
、
或
ハ
西
域
慈
恩
寺
ノ
伝

記
ニ
ヨ
リ
テ
、
処
々
．
遺
跡
．
検
へ
、
或
ハ
求
法
高
僧
巡
礼
．
跡
，
尋
．
、
西
天
．
サ

カ
ヒ
ヲ
思
ヤ
ル
ニ
、
ロ
ハ
我
一
人
，
ミ
遺
跡
ニ
ノ
ゾ
ム
デ
拝
見
ス
ル
心
地
ス
ル
ニ

依
．
、
如
来
ハ
滅
後
．
一
切
衆
生
．
タ
メ
ニ
ト
ベ
メ
給
ヘ
ル
遺
跡
ナ
リ
、
衆
生
ナ
ン
ゾ

ツ

タ
ナ
ク
シ
テ
、
此
等
方
便
．
ヨ
ソ
ニ
思
ベ
キ
ヤ
、
…
（
中
略
）
…
カ
ク
ノ
如
キ

ノ
遺
跡
、
五
天
二
弥
輪
セ
ル
事
，
ツ
ラ
ネ
タ
ル
文
，
ミ
ル
ニ
、
只
我
独
深
山
海

辺
ニ
ス
マ
シ
テ
、
此
等
．
文
．
味
、
イ
ヘ
ド
モ
、
サ
ラ
ニ
是
．
力
タ
ラ
ヒ
訪
二
人
ナ

シ
、
終
。
シ
ル
シ
留
．
、
有
心
，
ト
モ
ニ
キ
キ
知
．
，
、
更
二
恨
ニ
タ
ヱ
ズ
シ
テ
、

筆
，
下
．
．
．
仮
名
ヲ
モ
テ
所
々
，
遺
跡
コ
レ
ヲ
注
シ
ア
ッ
メ
ラ
レ
タ
リ
、
其

名
．
金
文
玉
軸
集
，
題
．
テ
、
其
．
ハ
シ
ニ
、
誰
人
ナ
リ
，
雛
．
有
心
，
人
，
為
二
没
後
，

附
属
．
チ
ギ
リ
テ
、
一
首
コ
レ
ヲ
詠
ズ
、
人
，
ミ
テ
ワ
ラ
ハ
ム
コ
ト
ヲ
カ
ヘ
リ

　
ミ
ズ
、
心
ヤ
リ
タ
ル
秘
蜜
授
記
ヵ
ナ
云
＼
」
。

【考
察
】
当
該
歌
の
詞
書
は
、
『
行
状
』
の
傍
線
部
に
拠
っ
た
も
の
。
当
該
歌
に

　
つ
い

て

は
、
山
崎
淳
「
『
金
文
玉
軸
集
」
と
そ
の
端
に
記
さ
れ
た
和
歌
1

　
『
明
恵
上
人
行
状
」
の
一
記
事
か
ら
」
（
『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集
』
第
3

　
集
　
平

1
3
・
1
）
が
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。

③

　
　
　
　
　
　
　
カ
マ
ビ
ス
シ
　
　
　
　
　
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
の
を
　

同
六
年
賊
秋
、
柳
力
誼
謹
キ
事
有
ニ
ョ
リ
梅
尾
ヨ
リ
賀
茂
．
神
山
二
移
リ

給
．
。
塔
．
尾
．
麓
二
四
五
間
，
庵
室
．
結
．
経
蔵
一
宇
ヲ
立
テ
神
主
能
久

　　
せ
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　

施

〒
与
．
之
奉
ル
。
是
二
暫
．
住
給
ケ
リ
。
或
人
．
許
ヨ
リ
梅
尾
ヲ
住
捨
テ

給
．
事
ナ
ン
ド
歎
キ
訪
．
申
タ
リ
シ
カ
バ

　
　
浮
雲
ハ
所
定
メ
ヌ
物
ナ
レ
バ
ア
ラ
キ
風
ヲ
モ
ナ
ニ
カ
イ
ト
ハ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
か
　
　
　
　
す
み
　

此
処

ヲ
バ
仏
光
山
，
名
ヅ
ケ
給
ケ
ル
。
麦
二
一
年
計
リ
栖
給
テ
同
法
達
ヲ

留
守
二
置
キ
、
又
梅
尾
へ
帰
リ
給
．
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
り
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
上
・
3
7
丁
裏
（
岩
波
1
4
．
1
4
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
マ
ヒ
ス
ン

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
）
○
同
六
年
ー
建
保
六
年
（
諸
本
）
○
誼
謹
キ
事
有
ニ
ヨ
リ
ー

　
ム
ッ
カ
シ
キ
事
ア
リ
テ
（
高
慶
四
）
○
梅
尾
ヨ
リ
ー
栂
尾
．
退
．
（
高
慶
四
・
興
a
・
興
b
）
梅
尾

　
，
退
．
（
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
賀
茂
．
神
山
。
移
リ
給
．
1
賀
茂
，
神
山
内
（
高
慶
四
．
興
a
．

　
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
〇
四
五
間
－
四
五
宇
（
高
秀
・
物
）
○
庵
室
－
庵
（
高
慶
四
．

　
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
結
．
1
建
立
井
（
興
a
・
興
b
・
物
．
穂
．
東
永
．
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乃

　
慶
文
）
立
（
高
秀
・
高
慶
四
）
○
神
主
能
久
～
住
給
ケ
リ
ー
な
し
（
高
慶
四
）
○
之
奉
ー
之
（
物
・

　
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
梅
尾
ヲ
住
捨
テ
給
．
事
ナ
ン
ト
ー
人
ノ
ケ
ハ
シ
キ
ニ
ヨ
リ
テ
コ
ソ
ト
（
高

　
慶
四
）
○
歎
キ
訪
．
申
タ
リ
シ
カ
ハ
ー
歎
キ
訪
．
申
タ
リ
シ
カ
バ
御
返
事
．
（
高
秀
・
東
永
・
穂
・

　
慶
文
）
人
．
瞼
キ
．
依
コ
ソ
ナ
ン
ト
歎
訪
．
申
タ
リ
シ
カ
バ
返
事
．
（
興
a
）
歎
．
訪
申
ケ
ル
御
返
事
．

　
（
物
）
○
此
処
ヲ
バ
ー
ト
讃
．
被
遣
ケ
リ
此
処
，
．
（
興
a
・
高
慶
四
）
○
麦
「
な
し
（
高
慶
四
・

　
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
慶
文
）
○
又
1
な
し
（
高
慶
四
）

【
通
釈
】

　
同
六
年
餓
の
秋
、
い
さ
さ
か
騒
々
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
梅
尾
か
ら
賀
茂

　
の

神
山
に
お
移
り
に
な
っ
た
。
塔
の
尾
の
麓
に
四
、
五
間
の
大
き
さ
の
庵
室

　
を
造
り
、
経
蔵
を
一
棟
建
て
、
神
主
の
能
久
が
こ
れ
を
上
人
に
寄
付
し
て
差

　
し
上
げ
た
。
こ
こ
に
し
ば
ら
く
住
ま
わ
れ
た
。
あ
る
人
の
も
と
か
ら
梅
尾
を

　
住
み
捨
て
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
嘆
い
て
尋
ね
て
き
た
の
で
、

　
　
　
浮
き
雲
は
居
所
を
定
め
ず
風
に
ま
か
せ
て
流
れ
て
い
く
も
の
な
の
だ
か

　
　
　
ら
、
ど
う
し
て
荒
々
し
い
風
も
厭
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
と
詠
ん
で
こ
た
え
た
。
こ
の
場
所
を
仏
光
山
と
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
こ
に
一

　
年
ほ
ど
お
住
ま
い
に
な
っ
て
、
同
法
た
ち
を
留
守
居
役
と
し
て
置
き
、
ま
た

　
梅
尾
へ
お
帰
り
に
な
っ
た
。

【
語
釈
】
○
同
六
年
　
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
、
明
恵
四
十
六
歳
。
○
誼
謹
キ

　
事
　
騒
々
し
い
こ
と
。
『
歌
集
」
に
よ
れ
ば
、
あ
る
人
が
神
護
寺
の
別
当
に

　
な
っ
た
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。
↓
【
参
考
】
○
梅
尾
　
栂
尾
高
山
寺
。

　
「
梅
尾
」
は
「
栂
尾
」
の
古
い
表
記
。
○
賀
茂
．
神
山
現
在
の
京
都
市
の
上

　
賀
茂
神
社
（
賀
茂
別
雷
神
社
）
か
ら
北
方
二
㎞
ほ
ど
の
位
置
に
あ
る
山
。
明

　
恵

は
、
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
か
ら
貞
応
二
年
（
一
二
二
二
）
ま
で
、
上

　
賀
茂
神
社
の
神
主
能
久
か
ら
施
与
さ
れ
た
上
賀
茂
の
神
山
に
あ
る
山
寺
（
仏

　
光
山
、
禅
堂
院
と
も
）
に
住
し
、
栂
尾
と
賀
茂
を
し
ば
し
ば
往
来
し
た
。
○

　
塔
．
尾
．
麓
　
「
塔
」
は
神
山
の
尾
に
あ
っ
た
塔
。
「
尾
」
は
、
山
の
稜
線
の
長

く
の
び
た
と
こ
ろ
を
い
う
。
『
行
状
』
下
巻
に
「
神
山
ノ
内
塔
尾
ノ
ブ
モ
ト

ニ

…
」
（
【
参
考
】
傍
線
部
）
と
あ
る
。
草
庵
を
構
え
た
こ
の
場
所
は
上
賀
茂

神
社
奥
の
「
市
原
野
」
に
あ
た
り
、
そ
れ
は
神
山
の
東
麓
か
ら
東
北
麓
に
か

け
て
の
鞍
馬
街
道
沿
い
の
地
域
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
奥
田
勲
「
華
厳
信
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
解
題
」
（
『
明
恵
上
人
資
料
　
第
五
』
9
頁
　
東
京
大
学
出
版
会
　
平
1
2
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

2
）
、
「
大
荒
木
の
森
－
明
恵
の
賀
茂
別
所
の
位
置
1
」
（
『
日
本
歴
史
』
平
成

1
2
・
5
）
。
〇
四
五
間
　
約
八
～
十
嵩
。
一
間
は
約
六
尺
（
一
・
八
層
）
。
○

宇
建
物
を
数
え
る
単
位
。
○
庵
室
建
保
六
年
八
月
二
十
三
日
の
院
宣
で
、

高
倉
院
が
賀
茂
能
久
を
通
じ
て
明
恵
の
た
め
に
用
意
さ
せ
た
賀
茂
の
仏
光
山

寺
禅
堂
院
の
こ
と
。
こ
の
禅
堂
院
は
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
以
降
、
賀

茂
能
久
の
懇
意
に
よ
っ
て
栂
尾
に
移
築
さ
れ
た
。
○
神
主
能
久
　
上
賀
茂
神

社
の
第
三
十
二
代
神
主
、
賀
茂
能
久
（
二
七
一
～
一
二
二
三
）
。
賀
茂
の

仏
光
山
を
施
与
す
る
な
ど
し
て
、
明
恵
の
活
動
を
支
え
た
。
○
浮
雲
　
一
所

に
定
ま
ら
ず
に
い
る
こ
と
を
浮
雲
に
喩
え
た
。
○
ア
ラ
キ
風
　
『
伝
記
』
『
行

状
』
で
は
建
保
六
年
に
賀
茂
別
所
へ
移
っ
た
と
き
の
詠
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
荒

き
」
は
賀
茂
別
所
の
あ
っ
た
神
山
の
位
置
に
近
い
歌
枕
「
大
荒
木
の
森
」

を
意
識
し
た
表
現
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
↓
【
語
釈
】
「
塔
．
尾
．
麓
」
所

掲
、
奥
田
勲
解
題
。
『
行
状
』
『
伝
記
』
の
詞
書
と
和
歌
の
関
係
を
考
え
る
と
、

歌
の
「
ア
ラ
キ
風
」
は
詞
書
の
「
誼
謹
キ
事
」
を
喩
え
た
も
の
か
と
思
わ
れ

る
が
、
繋
が
り
が
不
自
然
。
『
歌
集
」
で
は
、
詞
書
の
「
ア
ラ
く
シ
ク
ム

ツ

カ
シ
キ
コ
ト
」
が
歌
で
「
ア
ラ
キ
風
」
に
喩
え
ら
れ
て
お
り
、
両
者
は
緊

密
に
関
わ
っ
て
い
る
。
も
と
は
『
歌
集
』
の
よ
う
な
状
況
で
詠
ま
れ
た
も
の

を
、
『
行
状
』
『
伝
記
』
が
賀
茂
移
住
の
記
事
に
取
り
入
れ
た
た
め
、
『
伝
記
』

『
行
状
』
で
は
矛
盾
が
生
じ
た
か
。
○
仏
光
山
　
上
賀
茂
の
神
山
に
あ
る
山

寺
。
↓
【
語
釈
】
　
「
賀
茂
，
神
山
」
○
同
法
　
弟
子
の
こ
と
。
明
恵
は
弟
子

を
、
同
法
・
同
行
な
ど
と
い
っ
た
。
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『明恵上人伝記』所収和歌注釈（一）宿

【
参
考
】
◆
『
行
状
』
下
5
2
頁
「
建
保
六
年
賊
秋
比
、
柳
誼
謹
キ
事
，
ア
ル
ニ
ヨ

　

テ
、
此
梅
尾
．
退
出
シ
テ
、
賀
茂
，
別
所
二
遷
ル
、
然
ル
ニ
神
主
能
久
、
神
宮
ノ

　
後
。
、
廿
余
町
．
隔
．
、
神
山
ノ
内
塔
尾
ノ
ブ
モ
ト
ニ
四
五
宇
．
僧
房
．
建
立
．
、

　
井
二
経
蔵
一
宇
．
立
．
上
人
二
施
与
．
奉
ル
、
或
人
．
許
．
リ
梅
尾
退
出
．
子
細
．
尋
申
．

　
次
二
、
頻
リ
ニ
訪
申
．
返
事
二
、
一
首
．
詠
ジ
．
送
リ
ッ
カ
ハ
ス
、
浮
キ
雲
ハ
ト
コ
ロ
サ

　
ダ
メ
ヌ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
ア
ラ
キ
風
ヲ
モ
ナ
ニ
カ
イ
ト
ハ
ム
云
々
、
乃
コ
ノ
梅

　
尾
．
出
テ
彼
ノ
賀
茂
山
寺
二
住
．
、
ソ
ノ
名
，
佛
光
山
，
号
ス
、
両
三
ノ
同
法
、

　
留
守
二
居
ヘ
ラ
レ
テ
、
上
人
時
々
カ
ヨ
ヒ
住
．
、
其
後
又
梅
尾
二
還
住
．
」
。
◆

　
『
歌
集
』
1
4
、
詞
書
「
ソ
ノ
カ
ミ
或
人
高
尾
ノ
別
当
ニ
ナ
リ
侍
テ
、
コ
ノ
山

　
　
　
　
　
1

　
寺
マ
デ
モ
ア
ラ
く
シ
ク
ム
ッ
カ
シ
キ
コ
ト
ド
モ
侍
ケ
レ
バ
」
。

【考
察
】
『
伝
記
』
の
詞
書
は
、
ほ
ぼ
『
行
状
』
に
沿
っ
て
い
る
。
『
伝
記
』
『
行

　
状
』
で
は
、
高
山
寺
を
退
出
し
て
賀
茂
へ
移
住
し
た
際
の
詠
と
す
る
が
、

　
『
歌
集
』
は
賀
茂
在
住
の
こ
と
に
触
れ
ず
、
あ
る
人
が
高
尾
神
護
寺
の
別
当

　
と
な
っ
た
こ
と
で
高
山
寺
内
が
煩
わ
し
い
状
態
に
な
っ
た
と
き
の
詠
と
す
る
。

　
↓
【
語
釈
】
　
「
ア
ラ
キ
風
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ば
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
メ
　
　
　
り
よ
う
が
せ
ん
　

此
山
寺
，
後
二
三
町
計
去
テ
一
，
峯
ヲ
ト
テ
榜
伽
山
，
名
，
。
樗
伽
山
，
云
ハ

羅
婆
那
夜
叉
王
，
住
処
、
南
海
，
嶋
也
。
得
通
，
人
二
非
レ
バ
登
ル
事
ナ
シ
。

如
来
、
此
嶋
ニ
シ
テ
五
法
三
性
八
識
二
無
我
，
法
門
．
説
給
キ
。
愚
身
天

　
　
　
　
　
　
　
ナ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ト
シ

性
．
受
ル
処
山
水
二
馴
テ
人
事
二
疎
。
依
レ
之
、
此
峯
閑
寂
．
地
タ
ル
ニ
依
テ
、

常
二
此
処
二
栖
．
。
如
来
説
法
．
処
其
数
多
キ
中
二
殊
二
此
．
名
ヲ
付
ル
故
ハ
諸
経
．

序
品
ハ
何
レ
モ
皆
如
来
説
法
．
儀
式
ナ
レ
バ
是
ヲ
開
ク
ゴ
ト
ニ
滅
後
，
悲
ヲ

休
メ
ズ
ト
云
事
ナ
シ
。
此
中
二
楊
伽
経
，
序
品
ヲ
開
ク
ニ
、
如
来
在
世
．
粧
．
、

殊
二
目
近
キ
心
地
．
。
大
海
龍
王
宮
．
中
ニ
シ
テ
七
日
．
説
法
給
リ
シ
時
、
無

量
．
大
菩
薩
大
比
丘
井
二
釈
梵
諸
天
龍
神
土
三
龍
宮
ヲ
出
テ
、
南
海
榜
伽
山
，

麓
二
出
給
．
。
羅
婆
那
夜
叉
無
量
春
属
，
土
三
花
宮
殿
二
乗
ジ
テ
無
量
，
伎
楽
歌

④

詠
ヲ
調
テ
山
頂
ヨ
リ
下
テ
如
来
ヲ
請
、
奉
ル
。
如
来
大
衆
又
花
宮
殿
．
乗
ジ

テ
無
量
，
伎
楽
ヲ
調
テ
山
頂
二
登
リ
給
ヒ
キ
。
夜
叉
春
属
．
又
華
宮
二
乗
ズ
。

花
殿
二
花
殿
．
数
ヲ
重
テ
虚
空
．
中
二
充
満
セ
リ
。
思
惟
．
処
二
滅
後
．
恨
ヲ

　
　
ヤ
ス
メ
ツ

可
レ
．
休
。
乃
此
山
二
二
宇
．
草
庵
ヲ
結
テ
上
ヲ
バ
花
宮
殿
，
名
ケ
、
下
ヲ

バ
羅
婆
坊
，
号
ス
。
花
宮
殿
ニ
シ
テ
ハ
一
向
二
坐
禅
．
羅
婆
坊
ニ
シ
テ
ハ
三

時
、
行
法
ヲ
勤
．
。
花
宮
殿
．
形
ヲ
見
テ
ハ
八
万
億
．
荘
厳
，
功
徳
ヲ
念
．
、
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ラ
ヤ

婆
坊
，
名
ヲ
聞
テ
ハ
見
仏
聞
法
，
有
縁
ヲ
羨
メ
リ
。
又
麦
二
経
文
ヲ
開
ク
ニ

哀
ニ
ナ
ッ
カ
シ
キ
事
ア
リ
。
ホ
時
如
来
遥
二
拐
伽
山
．
上
ヲ
見
上
給
テ
、

　
こ
ん
せ
ん
　
　
　
　
　
ゑ
み
　

金

山
，
面
二
咲
ヲ
含
，
給
ト
説
リ
。
此
経
ハ
如
来
内
証
智
，
法
門
ナ
レ
バ
、
所

表
所
詮
皆
大
乗
甚
深
．
妙
理
ナ
レ
バ
、
在
世
，
昔
シ
恋
シ
ク
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
モ
ヒ
ヤ
ル

　
　
浪
ノ
上
二
咲
ヲ
含
ミ
シ
顔
バ
セ
ヲ
想
像
ニ
モ
袖
ハ
ヌ
レ
ケ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
ロ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
上
．
4
1
丁
表
～
4
2
丁
表
（
岩
波
1
4
～
1
4
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
メ

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
高
慶
四
）
○
此
山
寺
ー
又
此
山
寺
（
興
b
．
高
秀
）
○
ト
テ
ー

　
シ
テ
（
高
秀
）
○
梼
伽
山
，
名
ク
ー
名
（
物
）
○
榜
伽
山
，
云
バ
ー
榜
伽
山
．
（
高
秀
）
○
受
ル
処
ー
稟

　
、
．
。
（
物
）
○
登
1
口
（
興
a
）
○
此
峯
－
此
山
寺
．
取
峯
（
興
a
）
山
中
．
ト
リ
テ
ミ
ネ
（
興
b
）

　
此
山
寺
．
ト
リ
テ
峯
（
物
・
穂
・
慶
文
）
此
山
寺
．
取
リ
テ
（
東
永
）
○
地
タ
ル
ニ
ー
処
ナ
ル
ニ

　
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
此
．
名
－
其
名
（
物
）
○
故
バ
ー
故
．
（
物
・
慶
文
）

　
○

何
レ
モ
皆
－
皆
（
興
a
）
○
休
メ
ス
ト
云
事
ナ
シ
ー
口
事
無
（
興
a
）
止
事
ナ
シ
（
興
b
）
不

　
思
事
ナ
シ
（
物
）
ヤ
ス
メ
サ
ル
事
ナ
シ
（
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
此
中
。
楊
伽
経
．
序
品
ヲ
開
ク
ニ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ヘ
シ

　
如
来
在
世
．
粧
．
、
殊
。
目
近
キ
心
地
．
ー
な
し
（
高
秀
）
○
給
リ
シ
時
－
終
時
（
興
a
）
ヲ
ハ
リ

　
シ
時
（
興
b
・
東
永
）
終
リ
．
時
（
高
秀
）
早
時
（
物
）
オ
ハ
リ
シ
時
（
穂
）
終
時
キ
（
慶
文
）
○

　
大
比
丘
－
比
丘
（
高
秀
）
○
龍
宮
ヲ
ー
な
し
（
高
秀
）
○
出
給
．
ー
至
玉
．
（
高
秀
）
○
春
属
，
共
．
花

　
宮
殿
。
乗
ジ
テ
無
量
．
1
な
し
（
高
秀
）
○
山
頂
ヨ
リ
ー
山
頭
自
（
興
a
）
山
頭
ヨ
リ
（
興
b
・
穂
・

　
東
永
）
自
山
頭
（
物
）
○
山
頂
ニ
ー
山
頭
自
（
興
a
）
山
頭
ヨ
リ
（
興
b
・
穂
・
東
永
）
自
山
頭

　
（
物
）
山
頂
。
リ
（
慶
文
）
○
花
宮
．
乗
ズ
ー
花
宮
殿
．
乗
ジ
（
高
秀
）
乗
花
宮
殿
（
物
）
花
殿
．
乗
ズ

　
（
東
永
）
○
花
殿
。
花
殿
，
数
ヲ
ー
花
殿
。
花
殿
．
（
高
秀
）
々
々
，
数
ヲ
（
物
）
○
花
宮
殿
，
名
ケ
ー

一
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号
花
宮
殿
（
物
）
○
羅
婆
坊
，
号
．
ー
名
羅
婆
房
（
物
）
羅
婆
房
，
名
，
（
興
b
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ラ
ヤ

　
○
名
ヲ
ー
口
．
（
興
a
）
○
羨
メ
リ
ー
恨
，
リ
（
高
秀
）
○
ナ
ッ
カ
シ
キ
ー
悲
キ
（
興
b
）
○
ホ
時
－

　
其
時
（
興
a
・
興
b
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
見
上
給
テ
ー
見
ア
ケ
テ
（
興
b
）
○
所
詮
－
所
語

　
（
興
b
・
高
秀
・
物
・
穂
・
東
永
）
○
妙
理
ナ
レ
バ
ー
妙
理
ナ
レ
共
（
興
a
・
興
b
・
高
秀
・
穂
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
モ
ヒ
ヤ
ル

　
東
永
・
慶
文
）
妙
理
ナ
レ
ト
（
物
）
○
想
像
ニ
モ
ー
思
遣
．
（
興
a
・
高
秀
）
思
ヤ
ル
ニ
モ
（
興

　
b
・
慶
文
）
思
遣
。
．
（
物
）
思
ヒ
ヤ
ル
ニ
モ
（
穂
・
東
永
）

【
通
釈
】

　

こ
の
山
寺
か
ら
後
ろ
三
町
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
一
つ
の
峰
を
榜
伽
山

　
と
名
付
け
た
。
榜
伽
山
と
い
う
の
は
、
羅
婆
那
夜
叉
王
の
住
む
南
海
の
島
の

　

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
は
神
通
力
を
得
た
人
で
な
け
れ
ば
登
る
こ
と
が
で
き
な

　

い
。
如
来
は
こ
の
島
で
五
法
・
三
性
・
八
識
・
二
無
我
の
教
え
を
お
説
き
に

　
な
っ
た
。
私
は
生
来
、
山
や
川
な
ど
の
自
然
に
は
親
し
み
馴
れ
て
い
る
が
、

　
俗
世
の
事
柄
に
は
疎
い
。
こ
の
た
め
、
こ
の
峰
が
閑
寂
の
地
な
の
で
、
常
に

　

こ
こ
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
説
法
し
た
場
所
が
多
く
あ
る
な
か

　
で

も
、
と
く
に
こ
の
榜
伽
山
と
い
う
名
を
付
け
た
訳
は
、
諸
経
の
序
品
は
ど

　
れ

も
皆
如
来
の
説
法
の
儀
式
で
あ
る
か
ら
、
経
典
を
開
く
た
び
に
如
来
滅
後

　
の

悲

し
み
を
と
ど
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
た
だ
こ
の
な
か
で
榜
伽

　
経
の
序
品
を
開
い
た
と
き
に
、
如
来
の
在
世
の
様
子
が
と
り
わ
け
間
近
に
感

　
じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
海
に
あ
る
龍
王
の
宮
殿
の
な
か
で
、
如
来
が
七

　

日
間
の
説
法
を
な
さ
っ
た
と
き
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
大
菩
薩
・
大

　
比
丘
、
な
ら
び
に
帝
釈
天
・
梵
天
・
諸
天
・
龍
神
が
と
も
に
龍
宮
か
ら
出
て
、

　
南
海
の
拐
伽
山
の
麓
に
出
て
い
か
れ
た
。
羅
婆
那
夜
叉
王
が
無
数
の
従
者
と

　
と
も
に
花
宮
殿
に
乗
っ
て
、
無
量
の
音
楽
を
奏
で
歌
声
を
響
か
せ
て
山
頂
か

　
ら
降
り
、
如
来
を
請
い
申
し
上
げ
た
。
如
来
と
聴
聞
衆
も
ま
た
花
宮
殿
に
乗

　
り
、
無
量
の
音
楽
を
奏
で
な
が
ら
山
頂
に
登
ら
れ
た
。
羅
婆
那
夜
叉
王
の
従

　
者

た
ち
も
ま
た
花
宮
殿
に
乗
り
、
数
々
の
花
宮
殿
が
重
な
り
あ
っ
て
大
空
に

　
充

ち
満
ち
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
と
、
如
来
の
滅
後
に

　
生
ま
れ
た
恨
み
が
消
え
た
た
め
、
こ
の
山
に
二
つ
の
草
庵
を
造
り
、
上
の
ほ

　
う
を
花
宮
殿
と
名
付
け
、
下
の
ほ
う
を
羅
婆
坊
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
花

　
宮
殿
で
は
、
ひ
た
す
ら
に
坐
禅
を
し
、
羅
婆
坊
で
は
三
時
の
行
法
を
勤
め
た
。

　
花
宮
殿
の
形
を
見
て
は
八
万
億
の
荘
厳
な
功
徳
を
思
い
、
羅
婆
坊
の
名
を
聞

　
い

て

は
如
来
に
会
っ
て
法
を
聴
く
機
縁
の
あ
っ
た
人
々
を
う
ら
や
ん
だ
。
ま

　

た
、
こ
こ
で
経
文
を
開
く
と
、
し
み
じ
み
と
恋
し
く
慕
わ
し
い
こ
と
が
あ
っ

　

た
。
経
文
を
開
い
た
そ
の
時
、
如
来
が
は
る
か
に
榜
伽
山
の
上
を
見
上
げ
ら

　
れ

て
、
金
山
の
よ
う
に
輝
か
し
い
お
顔
に
微
笑
み
を
た
た
え
ら
れ
た
と
説
い

　
て

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
経
は
如
来
が
心
の
内
で
悟
っ
た
智
慧
を
示
す
教

　
え

で

あ
っ
て
、
表
さ
れ
る
の
は
つ
ま
り
皆
大
乗
の
き
わ
め
て
深
く
素
晴
ら
し

　
い

理
で

あ
る
か
ら
、
如
来
こ
の
世
に
い
ら
し
た
昔
が
恋
し
く
て
、
次
の
よ
う

　
に
詠
ん
だ
。

　
　
波
の
上
で
笑
み
を
浮
か
べ
ら
れ
た
如
来
の
お
顔
を
想
像
す
る
に
つ
け
て
も
、

　
　
涙
で
袖
が
ぬ
れ
て
し
ま
う
な
あ
。

【
語
釈
】
○
此
山
寺
　
高
山
寺
○
ト
テ
　
「
し
（
ト
・
占
）
む
」
は
、
あ
る
場

　
所
を
建
物
な
ど
の
敷
地
と
し
て
定
め
る
こ
と
。
○
榜
伽
山
　
楊
伽
経
に
み
え

　

る
婆
那
王
の
住
む
師
子
国
の
島
で
、
今
の
ス
リ
ラ
ン
カ
・
セ
イ
ロ
ン
島
に
あ

　

た
る
。
榜
伽
経
に
ち
な
み
、
明
恵
は
高
山
寺
の
北
側
に
あ
る
山
を
楊
伽
山
と

　
名
付
け
た
。
○
羅
婆
那
夜
叉
王
　
羅
婆
那
王
、
榜
伽
王
と
も
。
師
子
国
の
王
。

　
「
夜
叉
王
」
は
夜
叉
を
支
配
す
る
王
の
意
。
○
南
海
　
南
方
に
あ
る
海
。
こ

　

こ
で
は
イ
ン
ド
南
方
、
ス
リ
ラ
ン
カ
周
辺
の
イ
ン
ド
洋
を
指
す
。
○
得
通
の

　
人
　
神
通
力
を
得
た
人
。
○
如
来
　
釈
尊
の
こ
と
。
〇
五
法
　
一
切
の
法
の

　
本
質
と
し
て
の
五
つ
で
、
名
（
事
物
の
仮
名
）
・
相
（
事
物
の
色
相
）
・
妄
想

　
（
分
別
虚
妄
の
想
念
）
・
正
智
（
正
見
の
智
）
・
如
如
（
不
変
の
真
如
）
の
こ

　
と
。
〇
三
性
　
一
切
の
存
在
の
本
性
や
在
り
方
を
三
つ
に
分
け
た
も
の
。
遍
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計
所
執
性
（
諸
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
実
体
の
な
い
存
在
を
実
体
が
あ
る
と
誤

認
す
る
こ
と
）
・
依
他
起
性
（
す
べ
て
の
存
在
は
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で

あ
る
こ
と
）
・
内
成
実
性
（
真
実
の
本
性
で
あ
る
真
如
）
の
三
つ
。
〇
八

識
　
眼
識
・
耳
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
・
末
那
識
（
無
意
識
的
な
自
己
執

着
心
）
・
阿
頼
耶
識
（
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
根
元
と
な
る
心
）
の
八
つ
。
〇
二

無
我
　
人
無
我

（不
変
の
自
我
は
無
い
と
い
う
こ
と
）
と
法
無
我
（
因
縁
に

よ
り
生
じ
る
事
物
の
実
体
は
無
い
と
い
う
こ
と
）
。
○
法
門
　
真
理
に
通
じ

る
教
え
。
○
愚
身
　
自
分
自
身
の
へ
り
く
だ
っ
た
表
現
。
○
拐
伽
経
．
序
品

榜
伽
王
に
請
わ
れ
、
釈
尊
が
花
宮
殿
に
乗
っ
て
摩
羅
耶
山
頂
に
あ
る
樗
伽
城

へ
昇
っ
た
と
い
う
話
は
、
『
入
楊
伽
経
』
（
十
巻
・
北
魏
・
菩
提
流
支
訳
）
の

請
仏
品
第
一
、
『
大
乗
入
梼
伽
経
』
（
七
巻
・
唐
・
実
叉
難
陀
訳
）
の
羅
婆
那

王
勧
請
品
第
一
に
見
え
る
が
、
『
入
榜
伽
経
』
の
ほ
う
が
当
該
歌
の
詞
書
に

近
い
。
な
お
、
樗
伽
経
に
は
他
に
、
『
榜
伽
阿
践
多
羅
宝
経
』
（
四
巻
・
劉
宋
・

求
那
政
陀
羅
訳
）
も
あ
る
が
、
こ
の
話
は
見
え
な
い
。
○
粧
，
　
威
厳
の
あ

る
あ
り
さ
ま
。
○
龍
王
宮
　
龍
王
の
住
む
、
海
中
の
宮
殿
。
○
比
丘
　
僧
侶
。

○
釈
梵
諸
天
龍
神
　
「
釈
」
は
帝
釈
天
、
「
梵
」
は
梵
天
、
「
諸
天
」
は
仏
法

を
守
護
す
る
天
上
界
の
神
々
。
「
龍
神
」
は
仏
法
守
護
の
神
で
あ
る
龍
王
。

○
龍
宮
　
龍
王
宮
に
同
じ
。
○
春
属
　
取
り
巻
き
の
従
者
。
○
花
宮
殿
　
榜

伽
経
に
み
え
る
、
空
は
に
浮
か
ん
で
海
上
の
釈
尊
を
出
迎
え
た
と
い
う
羅
婆

那
王
の

宮
殿
。
こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
高
山
寺
北
方
の
裏
山
（
榜
伽
山
）
に
構

え

た
二
草
庵
の
う
ち
、
上
に
あ
る
も
の
を
花
宮
殿
と
名
付
け
た
。
○
伎
楽

音
楽
。
○
歌
詠
　
声
を
の
ば
し
て
歌
う
こ
と
、
そ
の
歌
声
。
○
大
衆
　
説
法

の

聴
聞
に
集
ま
っ
て
い
る
人
々
。
○
夜
叉
春
属
　
羅
婆
那
夜
叉
王
の
従
者
。

〇
三
時
　
昼
三
時
は
農
朝
・
日
中
・
日
没
の
昼
三
時
と
、
初
夜
・
中
夜
・
後

夜
の
夜
三
時
の
こ
と
。
出
家
者
は
こ
の
時
間
に
読
経
・
勤
行
を
す
る
。
〇
八

万
億
　
極
め
て
数
が
多
い
こ
と
を
い
っ
た
も
の
。
○
見
仏
聞
法
．
有
縁
　
仏

　
を
見
、
説
法
を
聴
聞
す
る
機
縁
が
あ
る
こ
と
。
○
金
山
　
仏
の
身
体
を
金
で

　
で
き
た
山
に
喩
え
た
表
現
。
『
入
榜
伽
経
』
第
一
に
「
遙
か
に
摩
羅
那
山
の

　
梼
伽
城
を
望
ん
で
観
察
し
た
ま
ひ
、
光
顔
野
悦
し
て
金
山
を
動
か
す
が
如
く
、

　
熈
恰
微
笑

し
て
」
と
あ
る
。
○
内
証
智
　
仏
が
心
の
内
で
悟
っ
た
智
慧
。

　
『
入
榜
伽
経
』
第
一
の
該
当
箇
所
に
は
、
過
去
仏
が
梼
伽
城
の
な
か
で
「
自

　
内
身
の
聖
智
証
法
を
説
」
い
た
の
と
同
様
、
羅
婆
那
夜
叉
王
の
た
め
に
こ
の

　
法

を
説
く
と
い
う
如
来
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
羅
婆
那
夜
叉
王
が
如
来
を
讃
嘆

　
し
た
偶
に
も
「
内
身
に
所
証
の
法
あ
り
」
と
あ
る
。
○
所
詮
　
対
校
本
の
半

　
数

（高
秀
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
）
は
「
所
証
」
と
す
る
。
「
所
証
」
は
、

　
修
行
に
よ
っ
て
悟
っ
た
内
容
の
意
。
○
浪
ノ
上
二
…
・
：
　
詞
書
の
流
れ
に
従

　
い
、
【
通
釈
】
で
は
「
波
の
上
で
」
如
来
が
微
笑
ん
だ
と
解
し
た
。
し
か
し
、

　
『
入
楊
伽
経
』
第
一
に
は
「
爾
の
時
婆
伽
婆
、
大
海
の
龍
王
宮
に
於
て
説
法

　
し
、
七
日
を
満
し
已
つ
て
、
度
つ
て
南
岸
に
至
り
た
ま
ふ
。
時
に
、
無
量
那

　
由
他
の
釈
梵
天
諸
龍
王
等
の
無
辺
の
大
衆
有
り
。
悉
く
皆
随
従
し
て
海
の
南

　
岸
に
向
ふ
。
爾
の
時
婆
伽
婆
、
遙
か
に
摩
羅
那
山
の
榜
伽
城
を
望
ん
で
観
察

　
し
た
ま
ひ
、
光
顔
野
悦
し
て
金
山
を
動
か
す
が
如
く
、
熈
恰
微
笑
し
て
、
是

　
の
言
を
作
し
た
ま
は
く
…
…
」
と
あ
り
、
微
笑
し
た
の
は
海
上
で
は
な
く
、

　
南
岸
に
至
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
『
大
乗
入
榜
伽
経
』
に
は
「
そ
の

　
と
き
に
世
尊
は
、
海
の
竜
王
宮
に
お
い
て
、
説
法
す
る
こ
と
七
日
を
過
ぎ
て
、

　
す
で
に
大
海
よ
り
出
で
た
ま
え
ば
、
無
量
億
の
梵
釈
、
護
世
の
諸
天
、
お
よ

　
び

竜
等
あ
り
て
、
仏
を
迎
え
た
て
ま
つ
り
ぬ
。
そ
の
と
き
に
如
来
は
、
目
を

　
挙
げ
て
摩
羅
耶
山
上
榜
伽
大
城
を
観
そ
な
わ
し
、
す
な
わ
ち
微
笑
し
て
こ
の

　
言
を
作
せ
り
」
と
あ
っ
て
海
上
で
微
笑
ん
だ
と
解
せ
る
が
、
如
来
の
顔
を
金

　
山
に
喩
え
て
い
な
い
点
等
で
当
該
歌
詞
書
と
表
現
が
異
な
る
。
○
顔
バ
セ

　
顔
の
表
情
。

【
参
考
】
◆
『
歌
集
』
8
6
・
8
7
、
詞
書
「
此
山
寺
ノ
ウ
シ
ロ
ニ
一
二
町
許
ヲ
去
テ
、

一
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π

　
一
ノ
峰
ヲ
シ
メ
テ
梼
伽
山
ト
名
ク
。
ソ
ノ
上
下
二
二
宇
ノ
草
庵
ヲ
立
テ
、
上

　

ヲ
バ
花
宮
殿
ト
名
ケ
、
下
ヲ
バ
羅
婆
房
ト
名
ク
。
ソ
ノ
因
縁
ミ
ナ
榜
伽
経
二

　
出
タ
リ
。
榜
伽
山
ト
イ
フ
ハ
南
海
ノ
シ
マ
ナ
リ
。
得
通
ノ
人
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ

　
ユ
カ
ズ
。
ソ
ノ
ヌ
シ
ヲ
羅
婆
那
王
ト
ナ
ヅ
ク
。
如
来
竜
宮
二
七
日
説
法
シ
タ

　
マ
ヒ
キ
。
ソ
ノ
次
ニ
コ
ノ
シ
マ
ノ
ブ
モ
ト
ニ
大
衆
ト
ト
モ
ニ
ウ
カ
ビ
出
給
ヲ
、

　
楊
伽
王
華
宮
殿
二
乗
ジ
テ
海
上
ニ
ク
ダ
リ
テ
、
如
来
ヲ
請
ジ
タ
テ
マ
ツ
ル
。

　
如
来
ソ
ノ
請
ヲ
ウ
ケ
テ
、
マ
タ
花
宮
殿
二
乗
ジ
テ
無
量
ノ
諸
天
大
衆
ト
ト
モ

　
ニ
伎
楽
歌
詠
ヲ
ト
・
ノ
ヘ
テ
、
山
頂
ニ
イ
タ
リ
テ
五
法
三
性
八
識
二
無
我
ノ

　
法
門
ヲ
ト
キ
タ
マ
フ
。
ソ
ノ
ヨ
ソ
ヲ
ヒ
マ
ナ
コ
ニ
ウ
カ
ビ
テ
ユ
カ
シ
ケ
レ
バ
、

　
コ
ノ
名
ヲ
ツ
ケ
タ
リ
。
元
仁
元
年
冬
ノ
コ
ロ
、
此
処
二
閑
居
ス
ル
ニ
、
峰
ノ

　
雪
松
ノ
風
ワ
リ
ナ
ケ
レ
バ
、
所
ノ
名
ニ
ツ
キ
テ
」
、
8
6
「
榜
伽
山
ノ
八
識
二

　
無
我

ノ
松
風
ヲ
羅
婆
ノ
夜
叉
王
イ
カ
ニ
メ
ヅ
ラ
ム
」
、
8
7
「
見
ヲ
ロ
セ
バ
コ

　
ズ
ヱ
ニ
タ
マ
ル
シ
ラ
雪
ヲ
花
宮
殿
カ
ト
ヲ
モ
ピ
ケ
ル
カ
ナ
」
。

【考
察
】
山
崎
淳
氏
は
、
『
榜
伽
山
伝
』
（
明
恵
が
編
ん
だ
拐
伽
山
に
ま
つ
わ
る

　
歌
文
集
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
散
侠
）
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る

　
『
伝
記
』
所
収
歌
を
検
討
し
、
当
該
歌
と
『
歌
集
』
8
6
・
8
7
番
歌
と
の
詞
書

　
の
一
致
を
詳
細
に
指
摘
し
た
。
山
崎
氏
は
、
『
伝
記
』
と
『
歌
集
』
で
詞
書

　
が
対
応
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
和
歌
が
異
な
る
こ
と
に
着
目
し
、
両
者
に
は

　
直
接
的
な
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
と
述
べ
、
『
伝
記
」
は
「
浪
ノ
上
二
…
」

　
歌
を
『
榜
伽
山
伝
』
か
ら
採
っ
た
と
見
て
い
る
。
山
崎
淳
「
『
榜
伽
山
伝
」

　
考
1
『
明
恵
上
人
伝
記
』
の
一
資
料
と
し
て
ー
」
（
『
古
代
中
世
文
学
研
究
論

　
集
　
第
一
集
』
和
泉
書
院
　
平
8
）
。
し
か
し
見
方
を
変
え
れ
ば
、
①
で

　
『
行
状
」
と
の
間
で
な
さ
れ
た
改
変
が
、
当
該
歌
で
は
『
歌
集
』
と
の
間
で

　
な
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
該
歌
が
古
態
性
を
残
す
高
山

　
寺
慶
長
四
年
本
に
収
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
『
伝
記
』
は
『
歌
集
』
に
よ
っ

　
て
詞
書
を
増
補
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
　
シ
　
ハ
　
ス

　
　
極
月
，
十
日
余
，
夜
、
天
曇
リ
月
暗
キ
ニ
上
，
坊
二
入
．
。
漸
ク
半
夜
二
至
．
出

　
　
定
．
後
、
下
．
坊
へ
帰
ル
ニ
、
空
晴
．
月
サ
ヤ
カ
ニ
テ
松
風
タ
グ
イ
テ
ワ
リ
ナ

　
　
キ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
す
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
　

⑤

心
月
ノ
澄
二
無
明
ノ
雲
晴
テ
解
脱
ノ
門
二
松
風
ゾ
吹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
上
・
4
2
丁
裏
（
岩
波
幽
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ハ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
の

【
校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
）
○
極
月
・
＋
日
ー
＋
月
＋
日
（
物
）
○
空
晴
．
月
－
空
暗

　
レ
（
高
秀
）
ク
モ
リ
ツ
ル
月
（
高
慶
四
・
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
サ
ヤ
カ
ニ

　
テ
ー
サ
ヤ
カ
ニ
晴
テ
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
ワ
リ
ナ
キ
ニ
ー
カ
キ
リ
ナ
シ

　
（
高
慶
四
）
○
澄
二
ー
法
．
（
物
）

【
通
釈
】

　
十
二
月
十
日
す
ぎ
の
夜
、
空
が
曇
り
、
月
も
暗
い
と
き
に
上
の
坊
に
入
っ
た
。

　

よ
う
や
く
半
夜
に
な
っ
て
禅
定
か
ら
出
て
、
下
の
坊
へ
帰
る
と
き
、
空
が
晴

　
れ
、
月
が
あ
か
あ
か
と
輝
き
、
吹
い
て
く
る
松
風
と
相
ま
っ
て
素
晴
ら
し
い

　
の

で
詠
ん
だ
歌

　
　
　
心
の

う
ち
の
月
が
澄
み
、
煩
悩
の
雲
が
晴
れ
て
解
脱
の
境
地
に
入
っ
た

　
　
　
折
か

ら
、
そ
れ
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
松
風
が
吹
い
て
く
る
よ
。

【
語
釈
】
○
極
月
　
十
二
月
の
異
称
。
○
上
．
坊
　
花
宮
殿
。
↓
④
【
語
釈
】

　
「
花
宮
殿
」
○
半
夜
　
子
の
刻
（
午
後
十
一
時
半
ご
ろ
）
か
ら
丑
の
刻
（
午

　
前
一
時
ご
ろ
）
ま
で
の
夜
中
の
時
間
。
○
出
定
　
心
を
統
一
し
て
寂
静
の
境

　
地
に

至

る
た
め
の
瞑
想
修
行
（
禅
定
）
を
終
え
、
通
常
の
状
態
に
戻
る
こ
と
。

　
○
下
．
坊
　
羅
婆
坊
。
↓
④
【
語
釈
】
「
羅
婆
房
」
○
タ
グ
イ
テ
　
「
た
ぐ
ひ

　

て
」
の
イ
音
便
。
「
た
ぐ
ふ
」
は
あ
る
物
が
あ
る
物
に
連
れ
添
い
伴
う
意
。

　
○
心
月
　
心
の
本
性
を
月
に
喩
え
た
も
の
で
、
禅
定
の
際
に
心
を
月
輪
と
観

　

じ
た
。
こ
こ
で
は
実
際
の
月
を
意
識
し
て
の
表
現
。
○
無
明
ノ
雲
　
根
本
的

　

な
煩
悩
に
よ
る
迷
い
の
状
態
を
雲
に
喩
え
た
。
○
解
脱
ノ
門
　
解
脱
し
て
悟

一
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『明恵上人伝記』所収和歌注釈（一）㍗

　
り
に
入
る
こ
と
を
門
に
入
る
こ
と
に
喩
え
た
。
○
松
風
　
「
松
」
に
「
待
つ
」

　
を
掛
け
る
。
禅
定
を
終
え
外
に
出
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
素
晴
ら
し
い
松
風
が

　
吹
い
て
き
た
の
で
、
自
分
が
解
脱
の
境
地
に
至
る
の
を
松
風
が
待
ち
受
け
て

　
い

た
か
の
よ
う
に
感
じ
た
と
い
う
こ
と
。

【
参
考
】
◆
『
歌
集
」
8
8
、
詞
書
「
禅
堂
ヘ
ユ
ク
ト
キ
、
ク
モ
リ
タ
ル
月
出
観

　

ノ
ノ
チ
雲
マ
ヨ
リ
イ
デ
テ
、
松
風
ニ
タ
グ
ヒ
テ
ワ
リ
ナ
キ
ニ
」
◆
新
千
載
集

　
（
釈
教
・
胴
）
、
詞
書
「
松
風
を
宴
坐
の
友
と
し
朗
月
を
諦
習
の
縁
と
し
て
読

　
み

侍
り
け
る
」
。

【
考
察
】
月
が
雲
間
か
ら
出
て
松
風
と
と
も
に
趣
深
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
を
、

　
心
が
煩
悩
か

ら
解
き
放
た
れ
て
解
脱
へ
向
か
う
状
態
に
重
ね
た
。
『
明
恵
上

　
人
遺
訓
抄
出
』
の
「
凡
．
仏
道
修
行
ニ
ハ
、
何
．
具
足
．
入
ラ
ヌ
也
、
松
風
二
眠
．

　
サ

マ

シ
、
朗
月
ヲ
友
，
．
一
．
、
独
リ
場
門
樹
下
二
心
．
ス
マ
サ
バ
、
何
ナ
ル
友
．
入

　

ラ
ン
」
と
い
う
明
恵
の
発
言
は
、
当
該
歌
の
世
界
に
通
じ
る
。
詞
書
の
類
似

　
か

ら
、
『
伝
記
』
は
『
歌
集
』
8
8
番
歌
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
底
本
詞
書

　
の

「
空
晴
．
月
」
は
、
ほ
と
ん
ど
の
対
校
本
（
興
a
・
東
永
・
高
慶
四
・
物
・

　
穂
・
興
b
・
慶
文
）
で
「
ク
モ
リ
ツ
ル
月
」
と
な
っ
て
お
り
、
『
歌
集
』
の

　
「
ク
モ
リ
タ
ル
月
」
（
【
参
考
】
傍
線
部
）
に
近
い
。
も
と
は
『
歌
集
』
に
近

　
い

「
ク
モ
リ
ツ
ル
月
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
お
、
『
新
千
載
集
』
で
は
明
恵

　
詠
に
続
き
、
慶
政
の
返
歌
「
ふ
か
き
夜
の
雲
間
に
ひ
と
り
す
む
月
の
影
吹
き

　
お
く
れ
嶺
の
松
風
」
が
収
め
ら
れ
る
。
当
該
歌
と
⑥
は
、
明
恵
の
自
筆
書
状

　
（
出
光
美
術
館
蔵
）
に
、
「
さ
て
こ
の
う
た
の
中
に
人
の
み
む
と
申
候
に
は
、

　

こ
の
三
首
を
ぞ
二
三
人
の
も
と
へ
や
り
て
候
。
／
心
月
ノ
ス
ム
ニ
：
－
：
／
月

　

カ
ゲ
バ
何
ノ
山
ト
…
…
」
と
あ
り
、
折
に
触
れ
て
、
明
恵
自
ら
が
人
々
に
書

　
き
送
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
上
記
の
自
筆
書
状
は
、
赤
松
秀
俊
「
歌

　
人

と
し
て
の
明
恵
上
人
」
『
高
山
寺
と
明
恵
上
人
』
同
朋
舎
昭
和
5
6
／
初
出

　
『
史
跡
と
美
術
』
1
5
1
1
0
　
昭
和
1
9
・
2
に
所
収
）
で
は
じ
め
て
取
り
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

ら
れ
、
田
中
久
夫
『
明
恵
」
（
吉
川
弘
文
館
昭
3
6
0
頁
）
、
同
「
出
光
美
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

館
所
蔵
上
人
自
筆
消
息
」
（
『
明
恵
讃
仰
』
1
2
号
昭
5
6
）
、
『
出
光
美
術
館
蔵

品
目
録
書
』
（
出
光
美
術
館
　
平
4
）
に
翻
刻
が
載
る
。
↓
⑥
【
考
察
】
。

　
　
　
　
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
へ

　
　
同
比
、
峯
，
禅
室
二
入
テ
坐
禅
．
。
及
レ
暁
、
出
テ
レ
定
，
、
縁
，
辺
リ
ニ
停
ー

　
　
ズ
ム
ニ

　
　

立
、
松
風
朗
月
、
此
峯
ニ
ノ
ミ
限
ラ
ジ
ナ
レ
ド
モ
、
人
シ
レ
ズ
独
リ
詠
メ

　
　
テ

⑥
月
影
ハ
何
ノ
山
ト
ワ
カ
ジ
カ
ド
澄
ス
峯
ニ
ヤ
澄
マ
サ
ル
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
上
・
4
2
丁
裏
（
岩
波
幽
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ト
リ
ニ

【
校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
高
慶
四
）
○
出
．
レ
定
．
1
出
（
物
・
穂
）
○
辺
リ
ニ
ー
畔

　
（
興
a
・
慶
文
）
ポ
ト
リ
ニ
（
興
b
・
高
秀
・
物
・
穂
）
○
人
シ
レ
ズ
独
リ
詠
メ
テ
ー
松
風
朗
月
又

　
類
無
カ
リ
シ
カ
ハ
（
高
秀
）
○
月
影
－
月
景
（
興
a
）
○
澄
ス
ー
ス
マ
ヌ
（
物
）

【
通
釈
】

　
同
じ
頃
、
峰
の
禅
室
に
入
っ
て
坐
禅
を
し
た
。
夜
明
け
に
な
っ
て
、
禅
定
を

　
終
え
、
禅
室
の
縁
の
あ
た
り
に
た
た
ず
ん
で
い
た
と
き
、
松
風
が
吹
い
て
、

　
明
る
い
月
が
出
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
こ
の
峰
に
限
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
人

　
知
れ

ず
ひ
と
り
で
に
歌
が
口
を
つ
い
て
出
て
、

　
　
　
月
の
光
は
ど
こ
の
山
と
区
別
す
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
禅
定
に

　
　
　
よ
っ
て
心
を
澄
ま
す
峰
で
は
い
っ
そ
う
澄
み
ま
さ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
○
同
比
元
仁
二
年
（
一
二
二
五
）
ご
ろ
か
。
『
伝
記
』
で
は
「
元
仁

　
二
年
配
仏
生
会
ノ
式
之
ヲ
草
ス
」
の
後
方
に
書
か
れ
る
。
○
禅
室
　
花
宮
殿
。

　
↓
④
【
語
釈
】
「
花
宮
殿
」
○
出
テ
レ
定
．
⑤
【
語
釈
】
「
出
定
」
に
同
じ
。

　

○
月
影
月
の
光
○
澄
ス
峯
瞑
想
修
行
に
よ
っ
て
心
を
澄
ま
せ
る
人
の

　
い

る
峰
。
「
峯
」
は
、
詞
書
か
ら
し
て
花
宮
殿
の
あ
る
榜
伽
山
の
こ
と
。
↓

　
④

【
語
釈
】
「
樗
伽
山
」
○
ワ
カ
ジ
カ
ド
分
け
な
い
だ
ろ
う
が
。
「
ジ
カ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
は
比
定
推
量
「
じ
」
の
已
然
形
か
。
『
歌
集
』
1
0
番
歌
詞
書
「
キ
ョ
カ
ラ
ジ

一
（　11）一



カ

　

カ
ド
モ
」
の
「
ジ
カ
」
を
小
澤
サ
ト
子
氏
は
同
様
に
解
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

【参
考
】
◆
新
勅
撰
集
（
雑
・
0
8
）
、
詞
書
「
秋
、
坐
禅
の
つ
い
で
に
、
夜
も
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
が

ら
月
を
見
侍
り
て
、
さ
と
わ
か
ぬ
か
げ
も
わ
が
身
ひ
と
つ
の
心
地
し
侍
り

　
け
れ
ば
」
、
第
三
句
「
わ
か
ず
と
も
」
。

【
考
察
】
⑤
と
と
も
に
、
人
が
明
恵
の
歌
を
見
た
い
と
所
望
し
た
場
合
に
書
き

　
送
っ
て
い
た
歌
。
⑤
⑥
と
も
禅
定
修
行
の
後
に
心
が
澄
ん
だ
境
地
を
詠
ん
だ

　
も
の
で
、
『
明
恵
上
人
遺
訓
抄
出
』
に
見
え
る
明
恵
の
価
値
観
に
通
じ
る
。

　
人
々
を
仏
道
に
導
こ
う
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
内
容
の
歌
を
送
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
た

か
。
↓
⑤
【
考
察
】
。
『
新
勅
撰
集
』
0
8
に
は
明
恵
か
ら
当
該
歌
を
見
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
れ

た
石
清
水
八
幡
宮
法
印
超
清
の
詠
「
い
か
ば
か
り
そ
の
夜
の
月
の
晴
れ
に

　
け
む
君
の
み
山
は
雲
も
残
ら
ず
」
が
載
る
。
『
明
月
記
』
天
福
元
年
七
月
三

　

日
条
に
は
、
超
清
が
こ
の
贈
答
歌
の
『
新
勅
撰
集
」
入
集
を
懇
願
し
て
定
家

　
の

も
と
を
訪
ね
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
贈
答
歌
を
定
家
は
「
頗
る
幽
玄

　
と
謂
ふ
べ
し
」
と
評
し
、
入
集
に
至
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ミ

　
　
同
比
、
月
，
末
二
禅
室
ヨ
リ
出
テ
欄
干
ニ
タ
・
ズ
ム
ニ
、
曇
レ
ル
空
，
闇
深
ク

　
　
　
　
　
す
べ
　

　
　
シ

テ
、
都
テ
星
．
見
ヘ
ズ
、
又
風
．
音
モ
セ
ズ
。
風
月
，
情
ケ
ハ
狂
言
綺
語
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
カ
ダ
チ

　
　
友

ト
モ
ナ
リ
、
遊
戯
放
逸
ノ
媒
ト
モ
ナ
ル
。
然
ト
モ
幽
閑
限
ナ
キ
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ウ
ラ

　
　
中
二
身
ヲ
宿
ス
ニ
ハ
、
ス
メ
ル
心
，
外
ハ
風
月
．
友
二
非
．
。
亦
正
，
縄
床
。
踵

　
　

ヲ
結
ベ
ル
間
ハ
眼
二
色
ヲ
見
ズ
、
心
空
．
，
境
寂
リ
ヌ
レ
バ
、
風
月
．
興
．
唯
立

　
　
　
　
　
　
カ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ミ

　
　
出
タ
ル
時
．
仮
ノ
事
也
。
去
ハ
暗
々
タ
ル
ク
ラ
キ
闇
．
歌
枕
ニ
モ
非
ズ
、
遊
戯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ミ
　
ヲ
ロ

　
　

ノ
便
ニ
モ
ナ
シ
、
深
キ
谷
ヲ
真
下
シ
タ
レ
バ
辺
，
モ
覚
ヘ
ズ
、
梢
．
見
ヘ
ザ

　
　
ル
闇
ハ
中
々
心
澄
テ
覚
レ
バ

　
　
　
　
タ
ハ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ

⑦
戯
レ
ノ
窓
ヲ
モ
月
ハ
進
ム
ラ
ン
ス
マ
ス
友
ニ
ハ
暗
キ
夜
ハ
コ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
上
・
4
3
丁
表
（
岩
波
4
6
・
4
7
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
⊥
　
　
　
－
⊥

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
高
慶
四
・
高
秀
）
○
都
テ
ー
却
．
（
物
）
○
風
月
．
友
、
非
．
1

　
風
月
。
．
非
，
．
（
物
）
○
眼
。
色
ヲ
見
ズ
ー
不
見
色
心
一
（
物
）
○
心
空
。
，
境
寂
－
定
境
鎮
（
物
）
空

　
境
寂
（
慶
文
）
○
時
、
－
口
口
（
穂
）
○
梢
。
1
梢
（
物
）
梢
．
。
（
穂
・
東
永
）
．
機
。
（
慶
文
）
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
へ

　
覚
ヘ
ズ
ー
見
ヘ
ズ
覚
ヘ
ズ
（
興
b
）
○
見
ヘ
ザ
ル
ー
シ
ラ
ヌ
（
興
b
）
○
進
ム
ラ
ン
ー
ス
ス
ム
ロ

　
モ
（
興
a
）
○
ス
マ
ス
ー
ス
マ
ヌ
（
物
）

【
通
釈
】

　
同
じ
頃
の
月
末
に
禅
室
か
ら
出
て
欄
干
に
た
た
ず
ん
で
い
る
と
、
曇
っ
た
空

　
の

闇
が
深
く
、
星
も
ま
っ
た
く
見
え
ず
、
ま
た
風
の
音
も
し
な
い
。
風
月
の

　
情
趣

は
狂
言
綺
語
で
あ
る
詩
歌
管
絃
の
友
に
も
な
り
、
遊
戯
放
逸
の
媒
介
と

　
も
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
上
な
く
静
か
な
山
中
に
身
を
置
く
と
、
澄

　
ん
だ

心
以
外

は
風
や
月
も
友
で
は
な
い
。
ま
た
、
正
し
く
縄
床
に
足
を
組
ん

　
で
坐
っ
て
い
る
間
は
、
眼
に
色
を
見
ず
、
そ
う
や
っ
て
心
の
実
体
が
な
く
な

　
り
、
心
の
対
象
と
な
る
も
の
も
静
ま
っ
た
な
ら
ば
、
風
月
の
興
趣
も
、
た
だ

　

そ
れ
ら
が
現
れ
た
と
き
の
仮
の
事
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
真
っ
暗
な
闇
は
歌

　
枕
で
も
な
く
、
遊
戯
の
き
っ
か
け
に
も
な
ら
な
い
。
深
い
谷
を
見
下
ろ
す
と
、

　
あ
た
り
の
様
子
も
分
か
ら
な
い
。
梢
も
見
え
な
い
闇
は
、
か
え
っ
て
心
が
澄

　
む
よ
う
に
思
わ
れ
て
、

　
　
時
の
経
過
と
と
も
に
空
を
進
ん
で
ゆ
く
月
は
、
窓
か
ら
眺
め
興
ず
る
こ
と

　
　
を
勧
め
る
だ
ろ
う
。
心
を
澄
ま
す
友
と
し
て
は
、
や
は
り
真
っ
暗
な
闇
の

　
　
夜
中
が
ふ
さ
わ
し
い
。

【
語

釈
】
○
同
比
⑥
に
続
け
て
書
か
れ
る
。
元
仁
二
年
（
一
二
二
五
）
ご
ろ

　
か
。
↓
⑥
【
語
釈
】
「
同
比
」
○
禅
室
　
花
宮
殿
。
↓
④
【
語
釈
】
「
花
宮
殿
」

　
○
狂
言
綺
語
．
友
　
風
月
の
情
趣
で
詩
心
が
呼
び
さ
ま
さ
れ
、
仏
教
的
に
は

　
狂
言
綺
語
で
あ
る
詩
歌
や
音
楽
等
が
作
ら
れ
る
こ
と
。
「
狂
言
綺
語
」
は
、

　
い

つ

わ
り
飾
り
立
て
ら
れ
た
言
葉
の
意
で
、
仏
教
側
が
文
芸
や
歌
舞
音
曲
な

　
ど
を
批
判
的
に
い
っ
た
も
の
。
○
遊
戯
放
逸
　
遊
び
戯
れ
、
心
が
乱
れ
て
修

　
行
に
専
念
で
き
な
く
な
る
こ
と
。
○
幽
閑
ひ
そ
や
か
な
さ
ま
。
○
ス
メ
ル

一
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『明恵上人伝記』所収和歌注釈（一）η

　
心
　
禅
定
修
行
に
よ
っ
て
澄
ん
だ
心
。
○
縄
床
　
縄
を
張
っ
て
作
っ
た
坐
禅

　
の

た
め
の
敷
物
、
腰
掛
け
。
○
踵
ヲ
結
ベ
ル
　
「
踵
（
あ
な
う
ら
）
」
は
足
の

　
裏
の
意
。
「
あ
な
う
ら
を
結
ぶ
」
と
は
、
左
右
の
足
の
裏
を
上
に
向
け
て
、

　
あ
ぐ
ら
を
か
く
こ
と
。
結
跡
扶
坐
に
同
じ
。
○
境
　
心
の
対
象
と
な
る
も
の
。

　
○
梢
モ
　
対
校
本
の
う
ち
（
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
は
「
梢
」
。
意
味
を
考

　
え

る
と
「
梢
」
が
適
当
。
○
中
々
　
か
え
っ
て
。
○
戯
レ
ノ
窓
　
遊
戯
放
逸

　
の

媒
介
と
な
る
月
を
窓
越
し
に
眺
め
る
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
か
。

　
○
進
ム
ラ
ン
　
「
す
す
む
」
は
「
進
む
」
と
「
勧
む
」
の
掛
詞
。
月
が
時
間

　
の

経
過

と
と
も
に
動
き
、
そ
れ
を
眺
め
る
人
に
感
興
を
促
す
こ
と
を
い
っ
た

　
も
の
。

【
参
考
】
◆
『
歌
集
』
2
2
、
詞
書
「
元
仁
元
年
十
二
月
ノ
ス
ヱ
ノ
コ
ロ
、
拐
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
山
ノ
禅
堂
ニ
イ
リ
テ
出
観
ノ
ノ
チ
、
闇
々
タ
ル
ク
ラ
キ
ヤ
ミ
ニ
縁
ノ
辺
二
経

　
行
ア

リ
テ
」
、
左
注
「
コ
ノ
歌
ハ
榜
伽
山
伝
ニ
ノ
レ
リ
。
ク
ハ
シ
キ
事
バ
カ

　
レ

ヲ
見
ル
ベ
シ
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ウ
ラ

【
考
察
】
当
該
歌
詞
書
「
亦
正
ク
縄
床
二
踵
ヲ
結
ベ
ル
間
ハ
眼
二
色
ヲ
見
ズ
、
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
リ

　
空
。
ク
境
寂
リ
ヌ
レ
バ
、
風
月
．
興
．
唯
立
出
タ
ル
時
，
假
ノ
事
ナ
リ
」
の
傍
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
コ
ウ

　
部
は
、
西
行
が
年
若
い
明
恵
に
自
ら
の
和
歌
観
を
語
っ
た
と
さ
れ
る
「
紅
虹

　

タ
ナ
ビ
ケ
バ
虚
空
色
ド
レ
ル
ニ
似
タ
リ
。
白
日
力
・
ヤ
ケ
バ
虚
空
明
ナ
ル
ニ

　
似
タ
リ
。
然
ド
モ
虚
空
ハ
本
明
ナ
ル
物
ニ
モ
非
ズ
。
又
色
ド
レ
ル
物
ニ
モ
非
ズ
。

　
我
又
虚
空
．
如
ナ
ル
心
．
上
ニ
ヲ
イ
テ
種
々
．
風
情
ヲ
色
ド
ル
ト
云
ヘ
ド
モ
更
二

　
縦
跡
ナ
シ
」
（
『
伝
記
』
4
7
丁
裏
・
岩
波
皿
頁
）
と
内
容
が
重
な
る
。
『
歌
集
』

　2
の
左
注
に
よ
れ
ば
、
当
該
歌
は
『
榜
伽
山
伝
』
所
収
。
山
崎
淳
氏
は
、

1『
伝
記
』
の
詞
書
が
『
歌
集
』
よ
り
詳
細
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
伝
記
』
の
詞

書
の
ほ
う
が
『
樗
伽
山
伝
』
に
近
い
と
み
る
。
↓
④
【
考
察
】

〈
付
記
〉
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
複
写
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
慶
鷹
義
塾
図
書
館
、
興

　
　
　
福
寺
、
東
大
寺
図
書
館
の
関
係
者
の
皆
様
、
ご
教
示
を
賜
っ
た
奥
田
勲
先
生
、

　
　
　

前
川
健
一
氏
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

　
　
　

本
研
究
は
平
成
1
8
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
B
）
に
よ
る
成
果

　
　
　

の

一部
で
あ
る
。

、
之
○
甘
o
・
（
一
）
○
⌒
≦
ゴ
丙
①
巨
さ
9
め
旨
ミ
ボ
b
§
§

、
、
↓
器
臣
轟
口
o
（
冨
9
g
。
・
Φ
［
g
o
q
8
σ
q
Φ
き
口
↑
一
9
日
9
『
o
）

キ
ー
ワ
ー
ド
　
　
明
恵
　
　
明
恵
上
人
伝
記
　
　
和
歌

一
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